
1 基本情報
(1) 総合計画体系

(2) 政策の概要（当年度（2024年度）実施内容）

予算
決算

年間経費(決算+A+B)

3 政策指標の状況

4 当年度（2024年度）政策評価
(1) 当年度（2024年度）実施内容

(2) 政策評価（政策の進捗及び課題）

2025.7.1

理想の姿
（30年後）

◆協働による持続可能な都市経営を推進し、全国をリードする自立した
　基礎自治体になっている。

政策の柱
（10年後）

　基本政策 02 だれもがいきいきと暮らせる市民主体の地域社会の実現

予算費目名 11 天竜区役所費

　分野 07 地方自治・都市経営

◆協働に関わる多様な主体が連携し、協働による質の高い市民サービスが提供されてい
る。
◆公共インフラの整備・維持・管理に民間活力の導入が進んでいる。

政策シート 政策名 01 市民一人ひとりが活躍する市民協働の推進

2024年度
（管理番号）

（担当課）

01 11 072601000 天竜区・区振興課

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）

07 02 森田　修

森林と水　生命はぐくむ　天竜区　 「豊かな自然と地域特性を活かし、安心して定住できるまち」を目指します。
《区政運営の6つの基本方針》
①安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます。
②区民の目線で地域福祉などの行政サービスを提供します。
③市民協働で区の魅力・情報を発信します。
④自然との共生・保全と環境への貢献、森林資源の活用を図ります。
⑤地域の資源を活かし、心の豊かさにつなげる文化振興に取り組みます。
⑥ふるさとに愛着を持ち、今後もいきいきと活躍できる地域を目指します。

(3) 関連するSDGsのゴール
④教育 ⑨イノベーション ⑮陸上資源 ⑰実施手段

2 政策コストの状況（千円） 2019 2020 2021 2022 2023

356,766 333,950 427,509 358,938 372,456 384,541

2024

403,769 467,613 452,768 382,387 409,781 413,794

519,958 497,077 591,364 522,804 536,340 550,358

1,117

人件費（人工分）（B） 161,900 161,900 162,600 162,600 162,600 164,700

人件費(報酬等)（A） 1,292 1,227 1,255 1,266 1,284

2024

12 12 12

実績 12 11 12 12 12 12
目標 12 12 12

年度 2019 2020 2021

地域力向上事業実施件数（件） 件
目標 30 30 30

2022 2023

区協議会開催回数（回） 回

政策指標 単位

30 30 30

実績 28 20 23 23 23 23

＜進捗＞ 計画通り
・区協議会
　12回開催
・地域力向上事業
　23件実施

森林と水　生命はぐくむ　天竜区　 「豊かな自然と地域特性を活かし、安心して定住できるまち」を目指します。
《区政運営の6つの基本方針》
①安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます。
②区民の目線で地域福祉などの行政サービスを提供します。
③市民協働で区の魅力・情報を発信します。
④自然との共生・保全と環境への貢献、森林資源の活用を図ります。
⑤地域の資源を活かし、心の豊かさにつなげる文化振興に取り組みます。
⑥ふるさとに愛着を持ち、今後もいきいきと活躍できる地域を目指します。



2025.7.1
2024年度

（管理番号）

（担当課）

01 11 072601000 天竜区・区振興課

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）

07 02 森田　修

◇政策実現のために実施する事業一覧

－ －

－ －

－ －

－ －

○ ○

－ －

－ －

－ －

○ ○

－ －

－ －

－ －

－ －

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800 

23

22

19

18

15

14

0.1

11
天竜区駅伝大会事業（負担
金）

2,605 1,905 0.1

10 森林のまち童話大賞事業 7,673 7,141

0.1

7 自治会振興事業 17,094 18,718 0.2

6 行政連絡事業 31,582 31,968

3
（新規）地区コミュニティ協議
会事業

700 250 0.1

事業名
総
合
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬

（千円）
正規

再任用
(31h)

再任用
(26h)

会計年度
（人事課）

2

4 区協議会運営事業 4,097 233 0.4 1,117

1 区管理運営事業 210,551 110,699 13.6 2.0 2.0

支所等管理運営事業 211,144 181,806 6.0

5 地域力向上事業 28,697 28,209 0.6

8
鹿島花火大会開催事業（負担
金）

700 0 0.1

9
天竜区交流促進事業（負担
金）

12,901 12,349 0.1

12 ローカルコープ構想推進事業 21,512 20,114 0.2

13 区役所デジタル運営経費 1,102 402 0.1

16

17

20

21

24

2.0 1,117550,358 413,794 21.7 2.0

25

計



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

指標名称

「市民への約束」評価の平均点（点）※
2020(R2)年度から下段の指標に変更

天竜区における「市民への約束」評価ｱﾝｹｰ
ﾄ「満足」・「やや満足」と回答した割合（％）

予算費目 所属コード

(4) 関連するSDGsのゴール

事業費(千円)
予算 114,624 114,918

2.0 2.0

目標

210,551年間経費(決算+A+B) 214,458 214,742 215,155 213,655 222,173

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

2007 - 一般会計 自治事務（その他）

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

市民に身近な行政機関として、総合的な行政サービスの提供の場としての施設･設備機能の整備、 維持管理等
を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 01 区管理運営事業

2024年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策

総合戦略 － （施策）

事業とゴールの
関連性

112,807 110,402

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

127,446 110,699
決算 106,458 106,742 107,155 105,655 114,173 102,551

2023
(R5)

2024
(R6)

92,561
その他 8,821 8,342 16,251
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

8,746 10,195 9,990
一般財源 97,637 98,400 90,904 96,909 103,978

2.0 2.0 2.0 2.0

108,000

人工

正規 13.6 13.6 13.6 13.6 13.6 13.6
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 108,000 108,000 108,000 108,000 108,000

会計年度任用職員(人事課予算) 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
再任用(26h)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

目標 4.5 －

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

－ － － －

実績 4.6 － － － － －

目標 － 98 98 98 98 98

実績 － 99 99 100 100 100

目標

実績

実績

実績

目標



予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1
2024年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

①区役所運営事業
区役所の行政サービスを円滑に実施するため必要な事業を実施した。
②公有財産維持管理事業
天竜区内の公有財産を適切に管理するために必要な事業を実施した。
③庁舎維持管理事業
天竜区役所として庁舎を市民が快適、安全に使用していただくために必要な事業を実施した。
④公用自動車管理事業
公用車を安全に運行するために必要な事業を実施した。

指標の達成度 達成
2024年度　天竜区における「市民への約束」評価アンケート「満足」・「やや満足」と回答した割合 　100％

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

区役所管理・運営に必要な事業であることから、事務改善に取り組みながら、継続実施していく。

①区役所運営事業
職員研修等を通じて、職員の意識改善を図り、質の高い行政サービスの提供を目指した。
②公有財産維持管理事業
普通財産の維持管理、土地・建物等の貸付料徴収事務、売払事務を行い、適切な財産管理を行った。
③庁舎維持管理事業
昼休みの消灯など、適切な維持管理により経費削減を図った。
④公用自動車管理事業
公用車の適切な維持管理と安全運転の啓発を図った。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 02 支所等管理運営事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 02
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

①身近な行政サービスの拠点である支所・ふれあいセンターの管理運営を効率的に実施する。
②市民に適切で迅速な行政サービスの提供を行う。
③生涯学習の推進を図るための機会、場所、情報を提供する施設として、ふれあいセンターの適切な維持管理を
行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2013 - 一般会計 自治事務（その他）

総合戦略 － （施策） Ⅲ-3(1)ア

(4) 関連するSDGsのゴール
④教育 ⑰実施手段

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

区役所から離れた地域の方も平等な市民サービスを受けることができるように、身近な行
政サービスの拠点である支所・ふれあいセンターの管理運営を効率的に実施する。

事業費(千円)
予算 185,346 282,537 257,065 161,261

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

179,791 181,806
決算 153,957 164,133 246,878 152,273 163,048 169,144

158,184
その他 8,183 70,249 29,567
市債 30,200 0

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

8,647 8,531 10,960
一般財源 145,774 93,884 187,111 143,626 154,517

42,000

人工

正規 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

211,144

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 195,957 206,133 288,878 194,273 205,048

指標名称
2024
(R6)

目標 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000
ふれあいセンター利用者数（人）

70,000

実績 70,875 34,219 42,195 40,743 43,308 42,890

150 150 150 150

実績 208 435 156 199 252

目標 150 150

297

目標

実績

目標

市民協働スペース利用回数（回）

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 02
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

・支所及びふれあいセンターの運営・維持管理
・市民に身近な行政サービスの提供
・社会教育団体や地域団体への施設貸し出し業務
・各種講座の開催

指標の達成度 計画通り
・ふれあいセンター8館の利用者数　42,890人
・市民協働スペース利用回数　297回

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・必要な修繕等を行い、利用者の安全・安心の確保、サービスの向上を図る。
・各支所・二俣ふれあいセンターに設置した「市民協働スペース」の利用促進を図る。

・地域に密着した施設である支所・ふれあいセンターの適切な維持管理を行い、来庁者に安心して利用していた
だいた。
・設備保守等の委託は一括契約・発注を行い維持管理費の削減に努めた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 03 （新規）地区コミュニティ協議会事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 03
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

地域で活動する多様な団体が協力して地域課題を解決する役割を期待し設置する地区コミュニティ協議会の運
営支援を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2024 - 一般会計 自治事務（その他） 浜松市区及び区協議会の設置等に関する条例

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール
⑰実施手段

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

コミュニティ担当職員を中心に地区コミュニティ協議会設立を支援。
地域課題について洗い出しと検討を行い、要望を提出し、回答を受けることなどを通じて解
決へつなげる。

事業費(千円)
予算 　

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

250
決算

その他
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源

700

人工

正規 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

目標

700

指標名称
総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

年間経費(決算+A+B)

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 03
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

地区コミュニティ協議会の設立支援

指標の達成度 不明
地区コミュニティ協議会の設立を希望する地区がなかったため、設立支援は実施していない。

天竜区協議会委員の任期が、2026年3月31日までとなっており、委員定数が25人以下から20人以下と減少するこ
とに伴い、市へ声を届けるため、設立を望む声が挙がる可能性がある。

大項目 小項目

事業費 現状 人工 現状
天竜地区内にて、地区コミュニティ協議会設立希望がある場合は、設立支援に取り組む。

事業費 人工

大項目 現状 小項目



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 04 区協議会運営事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 04
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

地域の意見を行政に的確に反映させるため、天竜区協議会の円滑な運営を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2007 - 一般会計 自治事務（その他） 浜松市区及び区協議会の設置等に関する条例

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール
⑰実施手段

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

区協議会は様々な団体の意見を行政運営に反映させ、地域における市民協働を推進する
役割を果たしているため

事業費(千円)
予算 140 482 139 139

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

190 233
決算 110 465 118 93 97 180

その他
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A） 1,292 1,227 1,255 1,266 1,284 1,117
一般会計繰入金

一般財源 110 465 118 93 97 180

2,800

人工

正規 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

4,097

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 4,202 4,492 4,173 4,159 4,181

指標名称
2024
(R6)

目標 12 12 12 12 12
区協議会開催回数（回）

12

実績 12 11 12 12 12 12

実績

目標

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 04
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

①区協議会の開催　　年間12回実施
②会議録の作成
③ホームページ等による情報公開

指標の達成度 計画通り
区協議会開催　12回

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

今後も地域と行政との橋渡し役として、活発な議論のできる場を提供していく。

天竜区協議会の円滑な運営により、広大な地域の多様な意見を行政に反映することができた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 05 地域力向上事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 05
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

多様な主体が対等な立場に立ち、相互に活躍する取り組みを通じて住みよい地域社会を実現するため、区民の
参加と協働により区の特性を活かした事業や課題を解決する事業を実施する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2022 2024 一般会計 自治事務（その他）
地域力向上事業実施要綱・市民提案による住みよ
い地域づくり助成事業費補助金交付要綱

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-3(1)ア

(4) 関連するSDGsのゴール
⑰実施手段

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

新規事業提案の増に向けた取り組み実施。
コミュニティ担当職員を中心に、事業提案のフォローを実施。

事業費(千円)
予算 28,107 10,584 23,267 27,753

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

27,748 28,209
決算 23,005 7,962 15,306 22,090 26,495 24,497

24,497
その他 14,292 5,087 4,310

3,300
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

10,130 5,294
一般財源 8,713 2,875 10,996 11,960 17,901

4,200

人工

正規 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

28,697

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 27,205 12,162 19,506 26,290 30,695

指標名称
2024
(R6)

目標 30 30 30 30 30
地域力向上事業実施件数（件）

30

実績 28 20 23 23 23 23

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 05
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

次の4種類の区分の事業を実施
①市民提案による住みよい地域づくり助成事業
　団体からの提案に基づき、市が公益上の必要を認め、団体が主体的に取り組む事業へ補助金を交付した。
　（2024年度実施事業　4件）
②区民活動・文化振興事業
　地域の活性化や文化振興のため、市民協働の観点を取り入れて事業を実施した。
　（2024年度実施事業　11件）
③区課題解決事業
　区内の課題を解決するため、市民協働の観点を取り入れて事業を実施した。
　（2024年度実施事業　6件）
④協働センター等を核とした地域課題解決事業
　協働センター等の職員が、地域へのヒアリング等に基づき、地域課題の解決に資する事業を企画し、地域と協働して事業を
実施した。
　（2024年度実施事業　2件）

指標の達成度 遅れている
成果：事業実施による地域コミュニティの醸成、市内間交流の活性化につながった。
課題：人口減少に伴う団体のマンパワーの低下、自己資金の確保。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・新規事業提案の増に向けた取り組みを実施する。
・コミュニティ担当職員を中心に、事業提案のフォローを実施する。

引き続き市民からの提案を積極的に募集し、市民協働の理念に基づいた事業を実施していく。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 06 行政連絡事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 06
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

広報はままつ等の地域住民に密接な市政の情報を確実・正確に配布・回覧することを目的に行う。また、これによ
り、地域の人同士のふれあいや相互理解が図られ、コミュニティの維持、形成にも効果がある。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2008 - 一般会計 自治事務（その他）

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール
⑰実施手段

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

市政や事業等の周知、調査等を行うためには、住民組織を代表とする自治会とのパートナーシップにより行うことが不可欠であ
る。
また、市政情報の配布・回覧業務を自治会に委託することにより、地域の人同士のふれあいや相互理解が図られ、コミュニティの
維持、形成につながる。

事業費(千円)
予算 30,611 30,900 29,352 28,756

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

28,636 31,968
決算 29,717 29,338 28,609 28,330 27,864 30,882

30,882
その他
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 29,717 29,338 28,609 28,330 27,864

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700 700 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

31,582

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 30,417 30,038 29,309 29,030 28,564

指標名称
2024
(R6)

目標

実績

実績

目標

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 06
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

広報紙等の行政連絡文書を天竜区自治会連合会に委託し、自治会組織を通じて各世帯に配布する。広報はまま
つや議会だより等の行政文書の配布や回覧、物品の配布、ポスターの掲示、その他必要な調査等を行った。
　配布世帯数　 10,148世帯　　未配布世帯　104世帯（ごみカレンダーの配布や敬老会についての調査等を実施）
　業務内容　　　行政連絡文書の年間23回の配布及び回覧並びに必要な調査業務等

指標の達成度 達成
人口減少、高齢化が進む中で、地域のコミュニティの維持、形成が図られた。

・人口減少、高齢化の進んだ自治会においては文書の配布・回覧自体が大きな負担となっている。
・電子回覧を行っている自治会の存在

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

現状の委託方法を継続しながら必要な見直しを実施していく。

人口減少、高齢化が進む中で、地域のコミュニティの維持、形成が図られた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 07 自治会振興事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 07
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

自治会活動が円滑にできるよう、防犯灯設置維持管理助成事業、集会所整備事業費補助事業、原材料支給事業
を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2008 - 一般会計 自治事務（その他） 浜松市集会所整備事業費補助金要綱　等

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

事業費(千円)
予算 19,555 15,473 18,233 31,018

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

22,968 18,718
決算 18,247 13,444 18,216 28,890 18,190 15,694

15,694
その他
市債

国・県支出 1,876

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 18,247 13,444 18,216 27,014 18,190

1,400

人工

正規 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

17,094

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 19,647 14,844 19,616 30,290 19,590

指標名称
2024
(R6)

目標 2 2 2 2 2自治会集会所（新築・増改築）補助対象数
（件）

2

実績 4 1 2 3 3 1

90 90 90 90

実績 95 132 45 74 50

目標 90 90

19

目標

実績

目標

防犯灯設置新設数（灯）

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 07
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

①防犯灯設置維持管理助成事業・・・自治会で管理する防犯灯に対する設置、維持管理に対する補助金
　2024年度　　新設19灯
　　　　　　　　　維持管理 6,219灯
②集会所整備事業費補助事業・・・自治会が所有する建物またはその部分の整備に対する補助金
　2024年度　　改修　1自治会（1棟分）

指標の達成度 達成
更新（LED化）5か年計画　2013（H25）年度～2017（H29）年度　※2023年度末　達成率99％

小規模自治会においては、防犯灯の廃灯にかかる費用や集会所解体費が大きな負担となっている。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

自治会と連携し、適切な設置に努めていく。

地域の犯罪防止や交通安全の推進を図った。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

目標

実績

実績

目標

実績

目標

8

実績 9 － － － 3 －

目標

実績

主催者発表観客数（万人）
目標 8 8 8

700

指標名称
総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

年間経費(決算+A+B) 5,519 700 700 700 7,468

8 8

再任用(26h)

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700 700 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

1,000
一般財源 2,819 5,768
その他 2,000
市債

国・県支出

6,768 0
決算 4,819 6,768

事業費(千円)
予算 4,819 0 0 0

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

(4) 関連するSDGsのゴール

総合戦略 － （施策）

森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

毎年8月第1土曜日に開催される伝統の鹿島花火大会開催事業のうち「来場者の安全確保」「会場の環境保全」を
図り、花火大会の円滑な運営を支援する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2010 - 一般会計 自治事務（その他）

事業シート （事業名） 08 鹿島花火大会開催事業（負担金）

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 08 072601000 08
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課



森田　修 2025.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 08 072601000 08
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/ 事業費 現状 人工 現状

安定かつ継続的な事業の展開ができるよう、運営体制の見直しや、資金調達方法（クラウドファンディングの活用
等）を検討し、実施する。

事業費 － 人工 現状
実施主体である天竜区観光協会天竜支部会員の高齢化に伴う担い手不足により、予定していた花火大会の開催
を見送った。

大項目 改善 小項目 協働・助成 業務改善

実施主体である天竜区観光協会天竜支部会員の高齢化に伴う担い手不足により、予定していた花火大会の開催
を見送った。

指標の達成度 不明
今年度の花火大会は開催を見送ったが、来年度の開催に向け、新たに「鹿島の花火実行委員会」が立ち上がり、
大会の復活を目指した準備が始まっている。

コロナ禍前と比べ、地域や企業等からの賛同（協賛金）が得られにくい状況になっている。

大項目 現状 小項目 － －



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

目標

実績

実績

目標

実績

目標

7

実績 6 － － 3 3 3

目標

実績

来場者数（万人）
目標 7 7 7

12,901

指標名称
総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

年間経費(決算+A+B) 12,388 11,805 5,469 12,027 12,650

7 7

再任用(26h)

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700 700 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

5,000 2,000
一般財源 4,688 2,105 3,769 6,327 9,950 12,201
その他 7,000 9,000 1,000
市債

国・県支出

12,005 12,349
決算 11,688 11,105 4,769 11,327 11,950 12,201

事業費(千円)
予算 11,688 11,688 4,973 11,942

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

(4) 関連するSDGsのゴール

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-3(1)ア

森田　修 2025.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

各地区の歴史や文化など地域の魅力をPRし、交流人口の増大を図るため、各地区で行われる産業まつりの実施
を支援する。また、5つの産業まつりを「北遠秋まつり」として、連携を推進する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2013 - 一般会計 自治事務（その他）

事業シート （事業名） 09 天竜区交流促進事業（負担金）

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 09
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課



森田　修 2025.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 09
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/ 事業費 現状 人工 現状

・地域特性を活かした事業展開ができるよう、地域団体、NPO、企業等との連携など、実行委員会が有機的に運
営されるよう働きかけていく。
・地域の魅力を発信する企画を実施するとともに、本事業を契機として地域への再来訪を促すような事業を検討
する。
・多くの来場者の交流促進を図るため、区内各地区の実施日が同日にならないよう調整する。

事業費 現状 人工 現状
組織体制の見直しを行い、運営体制の合理化を行うなど今後の運営のための基盤強化を図った。

大項目 現状 小項目 協働・助成

各地区の実行委員会が行う産業まつりへの支援を行った。
　11月  3日（日・祝）             天竜産業観光まつり
　11月10日（日）   　             みさくぼ夢街道、フェスタさくま、ほっとぴあたつやま産業祭
　11月16日（土）、17日（日）  はるの産業まつり

指標の達成度 計画通り
・来場者数は指標を下回ったものの、各地区の実行委員会が、地域の特徴を活かした催しを企画・開催し、多くの
来場者との交流促進、地域のＰＲを図ることができた。
・課題としては、各実行委員の高齢化による担い手不足などがあげられる。

大項目 現状 小項目 協働・助成



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 10 森林のまち童話大賞事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 10
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

森林を題材とした童話を全国から募集し、最優秀作品を絵本にして発行する。
自然豊かな浜松市のPRと未来を担う子ども達へ森林の大切さを発信する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2023 2025 一般会計 自治事務（その他）

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール
⑮陸上資源

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

浜松市の中山間地域の約9割を担う森林がもたらす自然資源や林業による経済資源を、
地域の魅力のプロモーションのひとつとして活用していく。
森林がもたらす恵みや大切さを、次代を担う子供たちに伝えていく。

事業費(千円)
予算 5,034 1,000 5,126 8,234

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

1,463 7,141
決算 4,920 730 4,883 7,458 1,144 6,973

6,930
その他 473 123 154
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

290 116 43
一般財源 4,447 607 4,729 7,168 1,028

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700 700 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

7,673

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 5,620 1,430 5,583 8,158 1,844

指標名称
2024
(R6)

目標 － － － 20 －
表彰式来場者数（人）

－

実績 － － － 12 － －

実績

目標

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 10
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

・2023年度から3年を1サイクルとして事業展開。
・2024年度（2年目）は、作品募集と審査を行い、受賞作品が決定した。

（参考）
　1年目/2023(R5)年度　　作品募集準備（募集要項とポスターの作成）
  2年目/2024(R6)年度　　作品募集・審査
　3年目/2025(R7)年度　　表彰式・大賞本の出版、PR事業(ミュージカル公演）

指標の達成度 計画通り
2024年度は、5月から8月にかけて作品の全国公募を行い、43都道府県及び海外から、計455作品の応募があっ
た。また、応募があった作品について審査を行い、入賞者（大賞：1人、審査員賞：5人、佳作：9人）を決定した。

2025年度にPR事業(ミュージカル公演）を実施するに当たり、今回初めて入場料を徴収することとしたため、集客
への影響が生じる可能性がある。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

区を代表する事業としての事業価値を高め、自然豊かな浜松市と未来を担う子どもたちへ森林の大切さについ
て、引き続き積極的なPRに努めていく。

PR事業(ミュージカル公演）に係る広報を強化し、前回のPR事業(ミュージカル公演）の際に実施した新聞広告での
広報に加え、テレビやSNSを活用した広報を新たに実施する。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 11 天竜区駅伝大会事業（負担金）

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 11
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

風光明媚な天竜区の景色を楽しむとともに、市民の「見るスポーツ」「するスポーツ」「支えるスポーツ」推進を図る
ため、各地で行なわれる駅伝大会の開催を支援する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2013 - 一般会計 自治事務（その他）

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

事業費(千円)
予算 3,845 31 42 136

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

1,910 1,905
決算 3,845 31 40 136 1,909 1,905

1,905
その他 2,000
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 1,845 31 40 136 1,909

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700 700 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

2,605

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 4,545 731 740 836 2,609

指標名称
2024
(R6)

目標 270 270 270 270 270
参加チーム数（チーム）

270

実績 250 － － － 80 95

実績

目標

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 11
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

第11回　船明ダム周回駅伝大会（2024年11月24日開催）
第52回　天狗の里駅伝大会（2025年2月2日開催）
第73回　北遠駅伝大会　（2025年2月23日開催）

指標の達成度 計画通り
成果：天竜区駅伝大会等実行委員会において、自主財源の確保、運営経費の削減等の改善を進めている。
課題：①参加チーム数の減少。
        ②人口減少・高齢化等によりスタッフの確保が難しくなってきている。
        ③自主財源の確保。

人口減少・高齢化によるマンパワー不足。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・大会の周知、参加しやすい運営方法の工夫による参加チーム数の確保。
・スタッフの確保。
・自主財源の確保。

実行委員会で情報交換をしたが、新たな自主財源の確保には至らなかった。

大項目 改善 小項目 その他 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 12 ローカルコープ構想推進事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 12
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

少子高齢化・人口減少が深刻な天竜区水窪地域における地域課題に対し、持続的に課題解決に向けた取り組み
のできる、地域住民等が主体となって運営される組織または仕組みづくりの検討を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2023 2025 一般会計 自治事務（その他）

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール
⑰実施手段

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

地域課題に対し持続的な課題解決に向けた取り組み、地域住民等が主体となって運営さ
れる組織または仕組みづくりの検討を行う。

事業費(千円)
予算 　

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

20,114
決算 20,112

10,212
その他

9,900
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源

1,400

人工

正規 0.2
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

住民ワークショップの開催回数（回）
目標

21,512

指標名称
総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

年間経費(決算+A+B)

2

実績 2

目標

実施

実績 実施

「水窪ローカルコープ（仮称）」グランドデザイ
ン（骨子）策定の実施

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 12
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

2025年度のローカルコープ構想のグランドデザイン（全体構想）策定及び法人立ち上げに向け、住民ニーズや課
題を把握し、構想の可能性検討や調査、実証・実装に向けた準備を実施（業務委託）。

・水窪における資源活用の可能性を検討するため、ローカルコープの先進地である三重県尾鷲市へ水窪地域住
民が視察を行った。
・地域住民のニーズや課題、資源などを調査・整理し、さらに共助の仕組みづくりに向け、住民の主体性を引き出
すための住民会議（自分ごと化会議）を2回開催した。
・住民会議の実施結果や地域活動団体への聞き取りなどを踏まえ、2025年度以降の取り組みについてのグランド
デザイン（骨子）を作成した。
・2025年度以降の実証・実装に向け活動拠点の調整や活動人材の確保の準備を進めた。

※2023年度の事業費については、「05　地域力向上事業」の事業費として計上している。

指標の達成度 計画通り
成果：三重県尾鷲市への視察を行い、実際に現地事業を体験することにより資源活用の理解を深めた。
　　　 自分ごと化会議の開催により、地域資源を生かした関係人口創出や耕作放棄地を活用した地域独自の農・
        食文化を活かした地域づくり等の方向性が示された。
       2025年度以降の実証・実装に向けた活動拠点が決定した。
課題：自分ごと化会議等から出された事業の方向性について、地域住民への理解、参画をいただくための周知や
        説明や必要となる。

・地域住民へのローカルコープ構想のさらなる周知。
・自分ごと化会議について、高齢の方の参加が多く、若年層の参加が少ない。

大項目 現状 小項目

事業費 現状 人工 現状
2025年度の実証・実装に向け「グランドデザイン策定発表」「自分ごと化会議開催」「関係人口受け入れ体制の構
築・活動人材の採用」「グランドデザイン発表」「関係人口受け入れ体制の実証」「ローカルコープ水窪法人設立」を
行う。

事業費 現状 人工 現状
地域住民等が主体となって運営される組織または仕組みづくりを検討しているため、浜松市や委託先が住民を無
視して先導することなく、住民に理解していただき、住民からの意見を重視した事業展開を行うことを心掛けた。

大項目 現状 小項目



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 13 区役所デジタル運営経費

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 13
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

「デジタルファースト宣言」に基づき、天竜区内の拠点施設である区役所、支所、ふれあいセンター、文化会館等を
デジタル技術を活用し結び付け、地理的・距離的ハンデを解消し、各種会合、講座、芸能活動の発表など施設相
互及び個人のインターネット端末等において行政サービスを享受・運用できる基盤整備の構築を実施する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2021 - 一般会計 自治事務（その他）

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール
⑨イノベーション

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

デジタル技術を活用した各種会合、講座等を開催する。

事業費(千円)
予算 1,764 2,746

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

856 402
決算 1,535 2,686 818 402

402
その他
市債

国・県支出 139 2,660

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 1,396 26 818

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

1,102

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(決算+A+B) 2,235 3,386 1,518

指標名称
2024
(R6)

目標 50 120 120
オンライン講座受講者数（人）

120

実績 85 22 0 0

46 － － －

実績 37 － －

目標

－

目標

実績

目標

ＷＥＢ会議実施回数（回）
※2022（令和4）年度から指標廃止

ライブ配信視聴者数（人）
※2024（令和6）年度から指標廃止

－

実績 1,374 1,670 －

300 300

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）

07 02 01 11 072601000 13
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

天竜区・区振興課 森田　修 2025.7.1

4 当年度（2024年度）事業実施内容　（Do）

5 当年度（2024年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 当年度（2024年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 翌年度（2025年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

①オンライン教養講座開催事業
従来ふれあいセンターで開催している教養講座をWeb会議のアプリを活用したオンライン及び対面式で計画した。
なお、予約システムへの利用者説明にも使用している。
②Web会議運営事業
春野、佐久間、水窪、龍山支所と天竜区役所間を有線ＬＡＮ又はインターネット回線網でつなぎ各種会議、打ち合
わせをWebで実施し、春野、水窪支所ではWeb会議に使用する関連周辺機器を整備した。

指標の達成度 計画通り
①オンライン教養講座開催事業については、オンライン及び対面式のハイブリット講座で実施したが、オンライン
の受講者は０人だった。
②Web会議運営事業については、既存の配備タブレット端末やクロームブックでWeb会議アプリ「Zoom」を活用し、
各種会議、打ち合わせ等を実施した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

①オンライン教養講座開催事業は、受講者数の増を見込む。
②Web会議運営事業は、Web会議に使用する関連周辺機器を継続して整備していく。

②Web会議運営事業は、Web会議に使用する関連周辺機器を整備したことで、より通信環境が良好になった。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状


